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はじめに

　筆者はこれまで数度にわたり，『日本十進分類法（NDC）』に対する史的研究

をおこなってきた 1)2)。

　本稿では，NDC の序文的内容（分類法それ自体の理論や実践の解説に先立っ

て掲載される「はしがき」や報告の類）の変遷をもとに，NDC 改訂の歴史を

概観整理する。これらは NDC 編集者・発行者の立場から書かれたものなので， 

NDC に対する批評の事情などについては本稿では基本的にふれない。

　また，原編者もり・きよし（森清）の表記については，歴史的背景を考慮し

て，原則として「森」の表記をとっている（書誌事項等の引用部を除く）。

1. NDC 成立前夜（～ 1928 年）

　20 世紀の初頭，国内の大規模図書館は DDC の影響色濃く，3 桁（ないし 4

桁程度）のアラビア数字に主題を示す語を割り振ることで分類を示す分類表を

自館のために（一館分類表として）独自に作成しているところが多かった。中

には DDC の和訳をもとに一部を改変したものもあったが，中には十進体系に

すらなっていないものもあり，衞藤は著書の中でこれらを「似非十進分類法」

と一蹴した 3)。同様のことは森自身も，NDC の原案や後年の自著 4) の中で指

摘している（これは衞藤の薫陶が篤かったものと推測できるが）。

　1927（昭和 2）年，間宮不二雄は青年圖書館員聯盟を発足させ，翌年には

機関誌『圕研究』を創刊した。聯盟は目標の一つに「圕管理法準則ノ確立」を

掲げており，1930 年には後に BSH の基盤となる『日本件名標目表』（NSH）を，

1942 年には『日本目録規則』（NCR）をそれぞれ発表している。そして，そ

れらに先んじて作成・刊行されたのが NDC であった。

　1928 年，『圕研究』1 巻 2 号および 3 号にかけて，間宮商店の書店員だっ

た森は「和洋圖書共用十進分類表案」5)6)（以下「原案」）を発表した。

　この前者（2 号）は 41 ページにわたっており，その冒頭の 5 ページを費や
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してその分類表案成立に至る経緯を説明し（本稿では便宜的に「序文」として

扱う），5 ページ目の半分に「基礎項目」（現在の NDC における「第 1 次区分表（類

目表）」に相当），続く見開き 2 ページで「第一要目表」（「第 2 次区分表（綱目表）」

に相当）を載せ，残り 33 ページが「細目表」，最後の 1 ページが「助記表」（お

おむね「補助表」に相当）である。

　後者（3 号）はその続きとなる 47 ページの記事を載せている。これは相関

索引をはじめ記事のほぼすべてが索引である（地名や言語の索引などもある）。

　この序文において森は，標準図書分類法の必要性についてまず述べている。

上述のとおり当時の国内は一館分類表が主流であり，館が異なった場合利用者

や図書館員が分類体系をまったく理解できないという問題が存在する。標準分

類法（表）に対する待望論は出ていたし，また，青聯の目的の一つとして標準

分類法の策定も掲げられていたことがまずこの分類法成立の意義となった。

　また，当時 DDC だけでなくカッターの展開分類法（EC）やブラウンの件名

分類法（SC），米国議会図書館分類法（LCC）などがあると紹介しつつも，そ

図 1　原案第一要目表
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れらが日本国内の資料を分類するには不十分であることを述べ，また，当時主

に DDC を模倣するかたちで多数存在した多数の分類表に対しては，上述の衞

藤と同様の問題提起をし，さらに国内の他の分類では相関索引が軽視されてい

ることと有用性についても言及している。

　続いてこの分類の体系は DDC の記号法を参考にしつつ，杜定友の『世界分

類法』とカッターの EC を参考に，この原案の対象を「公共図書館を主要目的」

としたうえで，その表題どおり国内刊行書を主とし，外国書にも共通に用いる

ことができる分類表を企図していた。

　そして序文の末尾で

　　此ノ體系ガ決シテ萬全ノモノトハ信ジナイノハ勿論ノコト，未完ノ部モ追

　　追ト充シテ行ク考デアルカラ，是非ノ論ヤ不備ノ點等ニ就テハ高教ヲ借マ

　　レザランコトヲ祈ルモノデアル．

と述べ，次号の末尾では，この原案に対する読者の意見などをもとに「夫等ヲ

一括シテ将來適當ノ機會ニ發表サセテ頂キ度イト考ヘ」ることを記している。

森としては「未完」との思いが感じられる文章であるが，この「将来適当の機

会」は 1 年を経ずして訪れることとなった。

2. NDC 誕生から普及まで（1929 ～ 1949 年）

　1929（昭和 4）年 8 月 25 日，間宮商店から『日本十進分類法 : 和漢洋書共

用分類表及索引』第 1 版が刊行された。この日は森の 23 歳の誕生日であり，

NDC の命名は間宮によるものである。師の親心といえよう。

　そして同月は奇しくも乙部泉三郎や毛利宮彦による標準分類法が相次いで公

表されたが，鈴木賢祐によるレビュー論文 7)8) もあって，NDC の優位が唱えら

れた。これには当の毛利による反論 9) や鈴木の再反論 10) が相次ぎ，仲裁を目

的とした和田萬吉の「画一不可能論」（どの図書館にも通用する標準分類法は

事実上ありえない）11) に対しても鈴木は声高に異を唱え，NDC の理論的な面

からの支援が繰り広げられた。また，芸艸会の雑誌『圖書館研究』での特集に

よる批判 12) や DDC の編者である Dorkas Fellows によるクレーム（十進分類

体系を模倣する諸分類表への抗議）13) もあったが，間宮や鈴木がこれに反論
14)15) を行っている。また，実務面では帝国図書館員だった加藤宗厚が大きく
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貢献しており，文部省の図書館講習所で NDC を採用し，1930 年以降『図書

館雑誌』付載の「新刊選定図書目録」に件名標目と NDC による分類を与えて，

協会内でも NDC を実用していた。

　特に 1930 年代は NDC にとって成長・発展の時代であった。1931 年に訂

正増補第 2 版，1935 年に同 3 版，1939 年に同 4 版，1942 年に同 5 版と，

改訂の間隔は 3 ～ 4 年ごとという短いものであった。この間，間宮や鈴木，

加藤らによる直接・間接的支援を受け続け，聯盟の NDC 研究委員会や専門家

たち（例えば植物分野では牧野富太郎の名も挙がっている），また，批判の中

でも建設的な意見や指摘についてはそれらを汲んできた。

　以下，各版序文を中心に当時の事情と各版の経緯をまとめる。なお，部数に

ついては新訂 6-A 版 14 刷の記述に拠った。現在の NDC に記載された部数と

異なる部分もあり，別途検証を要する。

(1) 第 1 版（1929 年）350 部

　間宮不二雄による「敍」1 ページと森による「はしがき」1 ページ，さらに「序

説」5 ページ，「導言」11 ページと続く。

　間宮の敍では，

　　明治 5 年ニ芽オ吹イタ我國ノ近代的圕界デ，今日マデ 1 巻ノ分類法書モ

　　公刊サレナカッタノワ實ニ不思議ノ至リデアル．

と述べられ，さらに

　　森君ノ案ガ果シテ私ノ希望ノ一ツオ實現シ得ルノモノデアルカ否カワ不明

　　デアルガ，兎モ角 50 有餘年ノ我國圕運動中ニ顯出シナカッタ，公刊ノ分

　　類法書オ，爰ニ始テ斯界ニ投ジ得タコトワ，何トシテモ劃時代的ノモノト

　　考エル．

と続けている。さらに，DDC は 1876 年の刊行後 50 年の間に 12 版（1927 年）

までの改訂を重ねていることを引き合いに，「將来大成ノ域ニ」達することを

願っている。

　また森の「はしがき」では先年の原案が

　　急ノ思立チニテ充分取調ベモ出来ズ，日頃ノ腹案其儘ヲ俄ニ浄書シタ迄ノ

　　モノデ，誤植モ可也アッタガ，私自身ノ誤ガ多ク，至ッテ不十分ノモノデ
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　　アッタ．

とことわりをいれた上で，訂正・増補と序説・導言を加えた NDC の成立を述

べている。森自身が手ごたえとして感じる完成度はともかくとして，

　　コレニ依ッテ渾沌トセル我國ノ標準分類表ニ一ツノ標準體系ガ出來ル導火

　　線タルヲ得ルナレバ，私ノ公榮ハ足レリトスル．

と続く。

(2) 訂正増補第 2版（1931 年）500 部

　この時期の NDC は，序文の類は改訂後も再掲され，経緯がわかるつくりに

なっている。間宮の「敍」，森の「はしがき（初版）」各 1 ページ（再録）に続き，

森の「再版ニ就テ」「感謝ノ辞」が各 1 ページ，そして目次に続いて「本書ノ歴史」

1 ページがあって「凡例」「導言」と続く（2 版では「序説」も導言に組み込

まれている）。

　この森の「再版ニ就テ」は，「本書ノ初版 350 部ガ既ニ全部無クナッテワ

居タガ」と書き始めている。これによれば，改訂は 2 ～ 3 年先のこととして，

その間に寄せられた批判や助言をもとに修正するつもりが，改訂箇所が多く

なると旧版との差が開くという理由で早期の再刊に至ったことが説明されてい

る。それでも総表（細目表）にして 30 ページ，相関索引の標目（索引語）は

3000 語の増加が達成されている。この文章が書かれたのは 1930 年 12 月 8

日のことであり，第 1 版刊行から 1 年半を経ずにこれだけの増補が実現した。

またこの文では，採用館が 25 館あること（公共図書館，学校図書館）や前述

のとおり文部省図書館講習所で採用したこと，『日本件名標目表』の主標目に

分類番号が併記されたこと，『図書館雑誌』の選定図書目録の分類に使用され

たこと（今日では，いずれも加藤宗厚が関与していることがわかっている）が

ここで述べられた。

　続く「感謝ノ辞」では，この増訂に際して専門分野から，また図書館関係者

から多数の指摘・助言があったことが語られているが，この中に「理學博士牧

野富太郎」の名が挙げられていて（村上淸造，澁田市郎，間宮博が同列），「各

位ノ専門分野ニ關スル細目展開オゴ教示下サイマシタ」と述べている。牧野と

いえば植物分類の大家であり，その体系が NDC の初期から援用されているこ
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とは意義が大きい。またここで NDC の普及発展を支援した人物の名前として

衞藤利夫，加藤宗厚，鈴木賢祐そして間宮不二雄らの名前が挙げられている。

(3) 訂正増補第 3版（1935 年）500 部

　第 3 版も同様に，旧版の序文を再掲している。間宮の「敍」1 ページ，森の

「序文（第 3 版）」「感謝の言葉」で 2 ページ，「はしがき（初版）」「再版ニ就

テ」各 1 ページ，そして目次に続いて「本書ノ歴史」1 ページと「凡例」「導言」

と続く。

　この序文では，NDC が第 1 版から 7 年を経たことと，青年圖書館員聯盟第

8 回総会で NDC が公認されたこと，聯盟内に N.D.C. 研究委員會が設置され森

がその一員となったことが述べられている。さらに，第 3 版では「目」つま

り 3 桁の分類の移動にも今回着手したことを述べている。

　　改訂ノ範圍ワ本法ガ各方面ニ既ニ採用サレツヽアル實情ニ鑑ミ，豫メ「分

　　目」以下ニ限定シテ居タノデアッタガ，ヨリヨキ理想エノタメニ「目」ノ

　　移動訂正ヲ多少行ッタ處モアル．コレ等ワ極ク一部分デアリ，一般圕トシ

　　テワ比較的蔵書ノ少ナイ部分デアルカラ變更ニ伴ウ影響モ左程大キイモノ

　　デワナイデアロゥ．

　また，第2版に続いて採用状況が「既ニ100有餘館ニ達シ」と報告されており，

さらに日本図書館協会の統計項目にも採用されていることが述べられている。

　「感謝の言葉」は第 2 版に比べると半ページと少ないが，挙げられている分

野別の協力者の名前はその数を増しており，特に後年 NDC に関与する人物と

しては天野敬太郎，仙田正雄，横井時重らの名前がある。また，批評を寄せた

人物らの中には「波多野賢一氏等ノ芸艸會員數氏」という記載もあった 16)。

(4) 訂正増補第 4版（1939 年）600 部

　第 4 版は，間宮の「敍」（再録）に続いて森の「序（第 4 版）」「感謝ノ言葉」

があり，「はしがき（初版）」「再版ニ就テ」「序文（第 3 版）」が続く。

　森による「序（第 4 版）」では，森が 1938 年に上海日本近代科學図書館に

転勤する経緯と，それで刊行が遅延したこと，また 3 版と同様に一部「目」

の移動訂正が生じたところもあると報告されているが，過去の序文に比べると
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大きな訂正については述べられていない。

　「感謝ノ言葉」は 1 ページにわたる。NDC の編集，活用に関する人名はます

ますその数を増やしている。

(5) 訂正増補第 5版（1942 年）800 部＋増刷 500 部（1943）

　第 5 版には，過去の版にはなかった項目として巻頭に「第 5 版オ迎エテ－

出版者トシテノ序－」と間宮による序文 1 ページから始まる。続き第 1 版か

らの「敍」，森の「第五版發行ニ當リテ」1 ページ，「感謝ノ言葉」1 ページ，

そして第 1 版～第 4 版の序文が採録されている。

　先に森の序文を見ると，第 4 版序文同様，改訂要旨については特に述べら

れていない。

　　第五次ノ改訂モ舊版ト同ジ趣旨ノモトニ行イ，既ニコノ N.D.C. オ採用セ

　　ラレツツアル圖書館等モ相當數アルコトオ考慮シテ根本的ナ改變ヲ避ケ，

　　専ラ細目ノ展開ト一小部分ノ改正ヲ爲スニ止メタ．

　また，「今日尚以テ未完成デアルコトワ甚ダ慚愧ニ堪エナイトコロデアル」と，

編者なりの感想を述懐している。

　一方，間宮の 5 版への「序」では，いま少し詳細な事情が語られている。「文

部省ニテ編纂サレル全国圕ノ一覧中ニ掲載サレル各館蔵書數等モ本法ニヨッテ

示サレルニ至ッタ」「恐ラク今日デワ日本十進分類法オ採用シテ圖書ノ整備ヲ

圖ッテ居ル圕ワ既ニ一千館オ超エテ居ルノデワナイカト考エル」と NDC の普

及状況を述べる一方で，日本図書館協会の NDC に対する態度について以下の

ように憤懣をぶつけている。

　　正當ナル著者ガベストオ盡シテ編纂シタ著書オ，而カモ著者或ワ出版者カ

　　ラ敢エテ同會ニ對シ採用方オ啻ノ一度ダモ望ダコトノナイモノニ對シ専門

　　委員ノ手ニヨッテ審議檢討スル等ワ聊カ思イ上ッタ態度デアリ，且ツイラ

　　ザル御セッカイト云ウベキデアル。同會ノ當事者ガ本法ヲ採用スルト否ト

　　ワ當事者ノ任意デアリ，又同會ノ希望ニ從ッテ本法ニ多少ノ手入オシテ実

　　用ニ供スルコトモ亦同會ノ任意デアル．而シ本書ガ如何ニモ不信用的ノモ

　　ノデアルカノ如ク第三者ニ思ワシムル如キ言辭オ機關誌ニ掲記スルコトワ

　　甚ダソノ意ヲ得ナイモノデアル．
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　この前後をあわせ，この「序」のおよそ半分近くを協会への批判に費やして

いるのが，当時の聯盟や間宮と協会の関係をうかがわせる興味深い一文である。

　加藤宗厚がNDCを日本図書館協会の刊行物でNDCを使用していた実績は先

に述べたとおりだが，協会として NDC を標準分類法として認めることについ

ては賛否さまざまな意見があった。1931（昭和 6）年，第 26 回全国図書館

大会金沢大会において「標準分類表として森清 NDC を認定する決議案」が提

出されたが議事は紛糾し，否決された。このとき，協会に分類に関する調査委

員会が設けることが可決されたが，実際の設置は 1944 年末のことであり，戦

火の影響もあったか，具体的な活動は戦後を待つこととなる。間宮の批判はこ

の経緯に対してのものであった。

　また，この版で特記されるのは 1941（昭和 16）年 5 月 16 日「社團法人日

本圖書館協會創立五十周年記念式典ニ於テ松平賴壽伯ヨリ本書ノ編纂ニ對シ總

裁賞授與セラル」とある。これもこの序文との前後関係を想像すると興味深い。

2-1. 日本の「標準」への道（1945 ～ 1949 年）

　終戦後，戦災復興や急速に拡大しつつあった図書館設置（特に学校図書館）

の流れを受けて，NDC は緊急の増刷が続く。しかしながら，青年圖書館員聯

盟は戦中（1944 年 7 月）に解散，大阪市内にあった間宮商店も戦火に消えた。

これを継承したのが日本圖書館研究會理事長の戸澤信義であり，宝塚文藝図書

館（6 版は明和書院）が刊行を請け負った。6 版は総表（本表）のみで，7・8

版は 5 版そのままである。いずれも内容は 5 版から変更ないが，刷られた部

数が急速な普及を裏付けている。

　次章でも述べるが，ちょうどこの時期加藤と戸澤が奔走し，NDC の維持と

刊行を日本図書館協会に移管する動きがあった。この部数と急速な発展普及が

NDC の標準分類法化を後押しした。

(6) 抄録第 6版（1947 年）1000 部

(7) 縮刷第 7版（1948 年）1000 部

　現物を確認していないため，ここでは割愛する。

　第 6 版は戸澤が物資難の中をようやく見つけた印刷所で手配したが，それ
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でも紙に限界があり総表のみにしたものの間宮に不評だったこと，また第 7

版（と第 8 版）は紙を十分に確保できたことを戸澤は後に回顧している 17)。

(8) 縮刷第 8版（1949 年）2000 部

　第 8 版のコンテンツは基本的に 5 版に準じているが，巻頭に戸澤による「第

8 版出版ニ際シテ」が 2 ページにわたって掲載されている。

　この戸澤の序文には，以下のように，NDC が普及した事情と GHQ とのやり

とりの一端が窺える文がある．

　　終戰以來戰災圖書館ノ復興，學校圖書館ノ整備，勃興引キモ切ラズ，コレ

　　等ワ何レモ競オテ NDC ヲ採用セラルヽ情勢ニ鑑ミテ本會ハ舊青年圖書館

　　員聯盟ノ後身タル立場カラソノ事業ヲ承繼シテ逸早ク抄刷第 6 版ヲ發行

　　シ，引續イテ第 7 版ヲ發行シタガ本年ニ入ツテ種々ノ經緯ヲ經テ文部省

　　ガ近ク發刊シタ「學校圖書館手引」ニ本書ノ分類法ヲ採用スルト共ニ，度々

　　ノ講習會ニ於テ NDC ヲ以テ今日ノ日本標準分類表トシテ推擧シ，加ウル

　　ニ聯合軍總司令部ノ圖書館指導者達ノ推奨ニヨツテ國立國會圖書館ノ和漢
　　書ノ分類ニモ NDC ヲ採擇スルニ及ビ，今ヤ日本

　　ノ代表的分類表ノ地位ヲ獲得シタ．

　また，この文には日本図書館協会に「分類及目録

法委員會ガ設置」されたこととそこで改訂の検討が

始まっていることも記されている。また興味深いの

は，この 8 版の序文では「編者ト出版者トノ間ニ取

交ワサレタ契約書」の存在を記していることで，この

NDC が海賊版の類いでないことを明らかにしている。

　先述の戸澤の回顧によれば，「この時はいくらか社
会情勢が好転しておったので，これまでの仮製本ではなく，紙クロースであっ

たが，本製本の冊子を刊行することができた」という。

3. 日本の標準分類法へ（1950 ～ 1986 年）

　戦後，GHQ のダウンズ（後に国立国会図書館技術顧問）による図書館政策

の改善勧告の中に「分類法の標準化」がふれられており，交渉に立った戸澤，

図 2　縮刷第 8版
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加藤らの尽力によって NDC は「日本の標準分類法」としての位置を得ること

になった。

　1948（昭和 23）年 7 月 24 日，国立上野図書館館長室を会場として加藤宗

厚を初代委員長，鈴木賢祐を副委員長とする第 1 回の「分類目録委員会」が
開催された（後に分類委員会となり，目録委員

会は岡田温が委員長を務めた）。以降，NDC の

改訂編集は森の個人著作から日本図書館協会分

類委員会へと委嘱されて，現在に至る。

　1950 年 7 月，加藤宗厚委員長・鈴木賢祐副

委員長の下に集う分類委員会によって『日本十

進分類法』新訂 6 版第 1 分冊・本表篇が日本

図書館協会から刊行された。「新訂」というのは，

第 5 版をもとに「増刷」したものとは異なる

系譜として「内容の改訂」が行われた版次であ

るという意味をもつ。
　追って同年 12 月，第 2 分冊・索引篇が刊行された。これは編集の都合によ

るもの（主にスケジュール的なところ）によるものと思われるが，NDC の歴

史の中で，相関索引が「別売」として刊行されたのはこのときだけである。た

だし主に紙量の問題から 2 分冊の形態は廃され，翌 1951 年 7 月，A5 判 1 冊

に合冊した「新訂 6-A 版」となって，この新訂 6 版は短い役割を終えた。

(1)『日本十進分類法』新訂 6版（1950 年）3刷まで 6000 部

　新訂 6 版の序文は理事長・中井正一による「はしがき」と委員長・加藤宗

厚による「分類委員会の報告」2 ページ，「本書の歴史」1 ページからなる。

　この「はしがき」は，

　　日本の図書館が各々別々の分類表をもち，別々の目録規則によって図書の

　整理をしてきたことが，図書館事業の進展を阻害した重要な理由の一つで　

　あったことは，戦後渡来した米国図書館人の一致した意見である。このこと

　は日本の図書館界においても，つとに認められていたことではあるが，種々

　の事情によって解決をみるに至らなかったのである。

図 3　新訂 6版
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という文からはじまる。概ね事実とはいえ，協会が NDC を継いだことの「効

果」を大上段から謳った文といえるが，先の第 5 版における間宮の協会上層

部批判から 10 年を経ずして協会側も大きく変わったものである。当時の協会

は 1946 年に衞藤利夫が理事長兼事務局長に就任したことも強い追い風となっ

ていたことであろう（1949 年に中井正一理事長就任）。

　続く中井の「はしがき」からは，1949 年 6 月に「まずその千区分表を確定

公表」したことと，続いて委員会改組，1950 年 3 月に改訂が完了したことが

述べられている。

　続く加藤の「分類委員会の報告」ではいま少し詳細な事情が語られる。分類

委員会は「大よそ毎週一囘会合をなし，図書分類に関する基本問題，国立国会

図書館の採用すべき図書分類法について検討を行い」と，急ピッチで審議が進

んだことをまず報告している。委員会の改組は「諮問委員」と「実行委員」か

らなり，実行委員が諮問委員，専門家からの意見や案をもとに細目の展開を実

施したという役割分担についても解説している。

　またここでは GHQ のダウンズとのやりとりや学校図書館への対応が解説さ

れている。その中で大きいのは，「090 の排除，550 海事工学，560 採鉱冶金

学及び 630 蚕業 650 林業相互のいれ替，それに 730 を版画のみとし，740

を写真，印刷とすることを認めることとなった」と，旧版から比べて大きな改

訂（綱レベルの改訂）が実施されたことであろう。これについては「第 5 版

に比して千区分中，実に 400 以上の変更が加えられている」とも報告している。

　そしてこれで済ませるというのではなく，

　　千区分によって図書の管理を開始している各図書館からの細目の要請は，

　　もはや時目の遷延を許さないものがあるので，一先ずこれを公表すること

　　とした。他方学術の進歩，社会情勢の変転はとどまるところを知らないの

　　であるから，協会に分類委員会を常置し，更に各方面の協力を得てその完

　　成を他日に期せられたいと思う。

と結んでいる。

　なお，この報告の下部に「日本図書館協会分類委員会委員」として名前が連

ねられているが，これによると加藤委員長，鈴木副委員長の下に実行委員とし

て舟木重彦，三塚俊武，森清，武田虎之介の 4 名，さらに諮問委員は 30 人に



98

会員論叢

も及んでいる。

(2)『日本十進分類法』新訂 6-A 版（1951 年）

　新訂 6-A 版の内容は，前年の新訂 6 版と基本的に同一である。中井のはし

がき，加藤の分類委員会報告に続いて，事務局長有山崧による「新訂 6-A 版

の発行について」が 1 ページ追加されている。これによると，第 6 版の実際

の刊行は「本年 1 月」とある（奥付では 1950 年 12 月 25 日と記載）。

　ここで，判型を変更した事情についてこのように語られる。

　　その後，刷を重ねること三囘，既に六千部を印刷頒布したが，今後ますま

　　す必要とされるであろう。これに対しては，増刷を行って行けばよいわけ

　　であるが，近来印刷用紙及び製本資材の不足と高騰のため，従来のままの

　　紙質と定価を保持することの困難が痛感されるに至った。そこで，この際

　　多大の犠牲を覚悟の上，新たに版を組み直し，本文の活字を一段づつ小さ

　　くし，二段割のところも多くしたうえ，大きさも縮少して A5 判に改め発

　　行することとした。

　　同時に，前版における誤植その他必要な補正を試みた。かくして紙質と定

　　価を保持しつつ，利用により役立つ新訂 6-A 版を提供することが可能と

　　なった。

　なお，この資材不足を裏付けるかのように，6-A 版の表紙色については確認

されているだけでも刷次の違いにより 5 種類以上存在する（日本図書館協会

資料室に紺，茶，若葉色，小豆色の 4 色，筆者蔵はそれらと異なる老緑色の

装幀）。

　また，「本書の歴史」では過去の変遷に加えて 6-A 版における増刷刊行年と

刷数が記録されているが，先述したとおりその正確性については一部に疑問が

あり，これは戦後の縮刷版の現物を確認する必要がある。

(3)『日本十進分類法』新訂 7版（1961 年）

　新訂 7 版は新訂 6 版から数えて 11 年後の改訂となった。「社団法人日本図

書館協会創立 70 周年記念出版」と銘打たれている。

　協会理事長中村祐吉による「はしがき」2 ページ，加藤宗厚委員長による「分
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類委員会報告」2 ページ（委員一覧含む）が序文にあたる。

　中村の「はしがき」はこれまでと異なり，改訂の経緯や問題について特に深

く踏み込んだものではない。館界と間宮・森らに対する謝辞であることと，協

会 70 周年の「記念出版の一つ」という記載だけが特記すべき事項であろう。

　加藤の「分類委員会報告」のほうは，この間の維持体制の変化について事

細かに記録している。特に新訂 6 版刊行後に分類委員会が常置されたことと，

委員の選出についての記述が重要なものといえよう。

　　1956 年 4 月，新訂 7 版のための委員会を設けることとなり，委員は，委 

　　員長ならびに地方ブロック理事から推薦された。

　　1957 年大阪の図書館大会後全体会議を開き，改訂に対する基本方針の審

　　議を行った。ところが一方においては，第 7 版は新しい時代に即応する

　　ために徹底的改訂を加うべしとなすもの，他方においては部分的修正に止

　　むべしとなすものが対立して，結論を得るに至らなかった。

　この意見の対立については関東の委員会，関西では公聴会などで意見を求め

るなど，大きく動いたが，結局のところ

　　今回の改訂において目の移動はなるべくこれをさけ，細目の修正・展開に

　　止どめ，経済と産業の調整は第 2 表という形式によって解決し，大改訂

　　は将来の慎重な研究に委ねることとした。

と，これまでの（そしてこの後の）NDC の改訂方針から大きく外れることの

ないものであった。

　その後改訂案の審議と公開に関する報告が続いたことがあるが，最終段階で

は「担当分野を定めて週 2 回会合して審議にあたった」と記録されている。

　新訂 7 版で特徴的な大規模別法「第 2 表」については，

　　全国委員からの意見もきわめて少なく，かつ不要論さえあらわれたが，簡

　　単な参考案を付表としてのせることとした。

とある。結局完全な改訂には至らなかったが，森の著作だった時代から批判の

絶えなかった経済と産業の乖離については，「別法」により緩和をみることに

なる。

　委員の体制は新訂 6 版の組織をおおむね踏襲したが，副委員長は置かれず，

加藤宗厚委員長と 9 名の実行委員，36 名の諮問委員から成っている。実行員
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には鈴木，森のほか，新訂 9 版委員長を務める石山洋の名もあった。

(4)『日本十進分類法』新訂 8版（1978 年）

　新訂 8 版は，前版から 17 年という時間をおいての刊行である。この間，鈴

木賢祐（1967 年没），間宮不二雄（1970 年没），武田虎之介（1974 年没）と，

NDC 黎明期の発展に貢献した人物が相次いで鬼籍に入っている。加藤宗厚は

まだ存命だったが，委員一覧にその名を見ることはなかった（1981 年没）。

　序文は協会理事長濱田敏郎による「はしがき」2 ページと，中村初雄委員長

による「分類委員会報告」2 ページと，ごく簡素である。

　濱田の「はしがき」は，標準分類法の意義について述べる形式的なものであ

り，改訂経緯については特に論じていない。

　中村の「分類委員会報告」は，加藤宗厚の後を継いで第 11 期（1967 年）

の分類委員長に天野敬太郎が就任したこと，13 期（1971 年）から中村が継

承したことがまず報告されている。さらに特筆すべき点としては，1967 年全

国図書館大会金沢大会で改訂に向けた討議があったこと，「NDC 簡約版」が企

画された（本体の改訂を優先させるため実現はしなかった）ことが述べられて

いる。

　他にも時系列でいくつかの改訂作業が報告されている一方，本文での言及は

ないが，委員会組織は前版までのものよりも簡素なものとなり，実行委員・諮

問委員という形式が廃されたことがこの間のできごととしては大きい。

　中途での就任・退任があり顔ぶれは一定していなかったが，天野委員長当時

で最大委員 10 名，中村委員長当時で 11 名という組織であった。特に 1976

年は就任・退任が重なっており，委員長を含み 10 ～ 11 人程度というのが常

態だったようだ。後に 10 版委員長となる金中利和は 12 期から就任している。

4. 新しい時代のNDC（1987 年～現在）

　新訂 8 版の刊行から約 8 年，森は 1986 年，80 歳のときに分類委員会から

引退，1990 年に 84 歳で亡くなった。

　引退までの間でみても 58 年もの間 NDC に関与していたが，この後に刊行

された新訂 9 版以降は，あきらかに次の時代に進んだといえよう。
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　「8 版」までは縮刷時代との識別のために「新訂」という語を冠していたが，

9 版以降はその必要はなくなった。しかし，戦後改訂の流れを受けて 9 版以降

も「新訂○版」という版次を重ねている。

(1)『日本十進分類法』新訂 9版（1995 年）

　新訂 9 版は，新訂 8 版から 17 年を経ての刊行であった。この間，前述のと

おり森を失い，他方，図書館業務の機械化時代において求められる標準分類法

の機能を果たすべくいくつかの試みがなされている。

　形態面の変化でいちばん大きいのが，「本表編」「一般補助表・相関索引編」

の 2 分冊（別売せず）をとったことである。新訂 6 版当時も 2 分冊をとった

ことがあったが，これは本表と索引の刊行時期に若干の開きがあったこと，す

ぐに同一冊子に再編集されたことからすると，あくまで例外的なものであった

といえる。これには，相関索引の索引語を新訂 8 版 21,790 件から 29, 494 件

に大幅拡充（約 36 パーセント増）したことが大きい。

　ほかにも，中間見出し＜　＞の設置や従来の「序説」的存在から「解説」に

拡充発展する，各類概説を設けるなど改善が図られ，まさに「新しい時代の

NDC」最初の版にふさわしい。

　さて，9 版の序文は協会理事長の栗原均「はしがき」2 ページと，石山洋委

員長の「分類委員会報告」2 ページからなる。

　栗原の「はしがき」は，前版までと同様それほど深い言及には至っていない。

ただし最後に，

　　これまで当協会事業の柱となり，協会の使命の象徴の一つでもあった，　

　　NDC の将来について，分類委員会の今後のあり方を含めて，広い視点か

　　ら検討してまいりたいと考えております。

と結ばれている。この前段に「今後の維持・改訂・普及等のうえで多くの課題」

があると述べているが，この最後の文が具体的になにを示唆しているかは，こ

こからだけでは読み取ることが難しい。

　石山の「分類委員会報告」では，委員長の交代が 1985 年であったことと，

「もり・きよし先生が引退された後の最初の改訂」であることが強調されてい

る。また，この報告では改訂の時系列経緯の中で，データベース化による作業
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について一部言及がある。新訂8版に遡ってMRDF（機械可読データファイル）

での形式でも刊行されることになった。

　委員一覧では，中村委員長（第 17 期～第 19 期；1979 ～ 1983 年）が 14

名の委員（森を含む）と，石山委員長（第 20 期～；1985 年～）は 13 名，

さらに MRDF に関連して永田治樹を臨時委員（1987 ～ 1989 年）として加え

ていた。また，中村委員長の時代には後に 10 版委員長となる那須雅熙の，石

山委員長の時代には10版刊行後の委員長に就任した中井万知子の名があった。

(2)『日本十進分類法』新訂 10 版（2014 年）

　そして現時点での最新版，新訂 10 版が 2014 年に刊行された。ここで形態

は新訂 6 版以来となる B5 判を再度採用している。ただし新訂 6 版は一時的な

版であり，第 1 版以降（戦後の増刷期を除いて）菊判ないし A5 判を踏襲して

きた歴代の NDC としては，またここでも形態上の大きな変化をみせたことに

なる。また，「解説」を「序説」「使用法」に再整理したり，「用語解説」「事項

索引」を設けるなど，ユーザビリティの面で改善が図られている。

　前版までは，改訂を主導するのは原則として同じ委員長の下であったが（委

員長の交代は作業にかかる前），今次は協会の規則上，任期満了にともなう交
代が生じており，改訂方針を

掲げた金中利和（第 28 期～第

31 期；2002 ～ 2009 年）から，

那須雅熙（第 32 期～；2009

年～）に引き継がれている。な

お金中は 10 版の完成を見るこ

となく，2011 年に没した。

　10 版の序文は協会理事長森

茜の「はしがき」1 ページと那

須雅熙「分類委員会報告」2 ペー

ジである。

図 4　分類委員会時代のNDC
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　森の「はしがき」では，2008 年に分類委員会が実施した調査を引用し，

NDC の普及状況について言及している。

　那須の「分類委員会報告」では改訂経緯の報告とともに，

　　NDC の機能や構造上の改善に加えて，現代の情報環境に適合するような

　　NDC を開発する必要があろう．しかしながら，このような混沌とした段

　　階において新訂 10 版を刊行することには，理想を追求することを断念す

　　る諦観ととりあえず一区切りを付ける果敢な決断が求められた．

と機能面での改訂ができなかったことを悔いている。結局のところ新訂 10 版

は記号法・体系の面では新訂 9 版（新訂 8 版）の直系のものにすぎない。

　委員一覧では，金中委員長の時代は委員のべ 14 名，那須委員長の時代は

11 名の名が連なっているが，これも就任と退任で入れ替わっており，およそ

9 名前後で構成されていた。なお筆者は金中委員長の時代，第 31 期から委員

に加わっている。

　そして 2016 年現在，委員会は那須委員長の任期満了にともない中井万知子

委員長が就任している（2015 年度より；協会の組織改編にともない「期」と

いう制度は廃止された）。

おわりに

　本稿は，紙幅の都合で対象を「序文」に限り，歴史的経緯も概要にとどめた。

序文を精査することで筆者がこれまでやってきた黎明期の NDC 成立史につい

ても一部は補完できたが，戦中・戦後，特に聯盟の解散以降のことについては

特に加藤，戸澤らの活動を中心にまだなお調査と考察の余地を多く残している。

また，紙幅の都合で本稿では言及を見送ったいくつかの挿話もあるが，これに

ついてもまたいずれ稿を改めて発表したい。

　さらには，要約表（第 1 次区分～第 3 次区分）や本表，序説（的役割のコ

ンテンツ）の比較なくして諸版比較検討とはまだいいきれない。序ではあくま

で編集側からの意見だが，同時期の『図書館雑誌』や『図書館界』などには，

NDC の記号法や主題配置に関する疑問や提言がまだ数多く存在する。

　特に分類研究分科会のスタンスは，書誌分類をより強く指向し NDC の記号
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表現力を高めることを求めていく立場だが，1970 年代の，NDC 編集に関与し

ていた人物たち（たとえば戸澤や中村初雄ら）の言には，NDC の記号はあく

まで書架分類に徹し，記号を複雑にして主題表現力を高めることはむしろ忌避

するような論もある 18)。

　NDC が基本的に図書館の書架への影響をなるべく避け，細分をおこなう改

訂を中心にしてきたというのは近年の方針に限った話ではなく，最初期からの

流れを受けてのものだったことも今回序文を時系列で追うことで発見した。

　尊重すべき過去の経緯と，新しい時代への対応と，その境界を見定めるため

にも，まだこの研究を継続する価値はあると考える。
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